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問 

　
10
月
に
市
議
会
は
宮
城
県
の

石
巻
市
、
七
ケ
浜
町
へ
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
自
治
体
の
中
で

最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

石
巻
市
、人
的
被
害
も
少
な
く
、

救
援
の
受
け
入
れ
体
制
も
ひ
と

き
わ
早
か
っ
た
七
ケ
浜
町
、
視

察
先
の
両
自
治
体
で
、
今
回
の

大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
今
後

地
域
防
災
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
共

通
し
て
い
た
の
は
災
害
被
害
者

ゼ
ロ
を
目
指
す
、
防
災
は
事
前

の
取
り
組
み
が
全
て
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
点
を
踏
ま
え
尋
ね
る
。

⑴　
本
市
の
自
主
防
災
組
織
の

達
成
率
、未
設
立
地
域
の
課
題
、

活
動
の
格
差
等
に
つ
い
て
、
市

の
認
識
と
取
り
組
み
は
。

⑵　
自
治
体
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
イ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
）【

】、
職
員
の
防
災
へ

の
取
り
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
真

剣
度
が
市
民
に
も
波
及
す
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在

の
進
捗
と
課
題
は
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
事
業
継
続
計

画
の
こ
と
で
企
業
が
地
震
や

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
、
大
火
災
、

テ
ロ
攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭
遇

し
た
場
合
に
事
業
資
産
の
損
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
事
業
の
継
続

あ
る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る

た
め
に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活
動

や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
た

め
の
方
法
、
手
段
な
ど
を
取
り
決
め

て
お
く
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

⑶　
設
置
後
初
め
て
京
都
で
発

令
さ
れ
た
特
別
警
報
、
ま
た
甚

大
な
被
害
の
あ
っ
た
伊
豆
大
島

で
の
事
例
を
教
訓
に
緊
急
時
の

避
難
勧
告
、
災
害
メ
ー
ル
な
ど

の
情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
ど
う
認
識
し
、
市
の
現
状

と
今
後
の
課
題
は
。

⑷　
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高

齢
者
、
特
に
要
援
護
者
の
現
場

で
の
対
応
に
つ
い
て
、
本
市
の

認
識
と
課
題
は
。

   

答 

防
災
安
全
課
長

⑴　

設
立
率
は
、
全
体
72
％
世

帯
ベ
ー
ス
約
90
％
で
あ
る
。

　

設
立
に
至
ら
な
い
地
域
の
課

題
は
、
災
害
に
対
す
る
意
識
の

問
題
も
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

全
体
的
に
世
帯
数
の
少
な
い

地
域
が
多
く
、
新
し
い
組
織
の

設
立
に
対
し
消
極
的
な
面
も
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。市
と
し
て
、

引
き
続
き
設
立
に
向
け
お
願
い

を
し
て
い
く
。

　

活
動
の
格
差
は
、
自
主
防
災

会
の
全
体
会
の
会
合
を
行
う
中

で
、
情
報
交
換
を
行
い
格
差
を

縮
め
て
い
き
た
い
。

よ
り
よ
い
防
災
の
取
り
組
み

が
減
災
に
繋
が
る
の
で
は

　

ま
た
、
今
後
全
体
会
に
未
設

立
の
区
長
、
区
長
補
助
員
に
参

加
を
呼
び
か
け
、
設
立
に
向
け

対
応
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。

   

答 

市
長

⑵　

震
災
以
降
ハ
ー
ド
面
の
構

築
に
努
め
、
鍋
田
の
防
潮
堤
改

修
、
木
曽
川
左
岸
堤
改
修
、
日

光
川
右
岸
堤
改
修
。
湛
水
防
除

事
業
で
は
、
孫
宝
の
排
水
機
、

鍋
田
の
新
し
い
排
水
機
も
、
３

月
頃
に
は
仮
稼
働
で
き
る
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
避
難
場

所
と
し
て
南
部
の
防
災
セ
ン

タ
ー
、
十
四
山
中
学
校
の
屋
外

階
段
設
置
等
々
、
今
後
も
ハ
ー

ド
面
に
対
す
る
基
盤
整
備
を
し

て
い
く
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
災
害
が

あ
っ
た
場
合
の
混
乱
の
中
、
事

前
、
最
中
、
事
後
に
対
し
ど
う

考
え
て
い
く
か
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

　

防
災
、減
災
の
基
本
は
自
助
、

共
助
、
公
助
で
あ
り
今
後
、
自

主
防
災
組
織
も
踏
ま
え
住
民
と

の
連
携
、
行
政
と
の
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
新
た
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

堀
岡 

敏
喜 

議
員

   

答 

防
災
安
全
課
長

⑶　

情
報
伝
達
は
国
か
ら
の
情

報
を
そ
の
ま
ま
流
す
も
の
と
、

特
別
警
報
の
よ
う
に
市
か
ら
流

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が

あ
る
。現
在
市
の
伝
達
手
段
は
、

同
報
無
線
、
安
心
メ
ー
ル
、
エ

リ
ア
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
が
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
か

ら
も
流
す
よ
う
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

   

答 

福
祉
課
長

　

そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
中
で
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
本
市
で
は
、
緊
急
時
に
お

け
る
聴
覚
障
害
者
な
ど
の
避
難

対
策
と
し
て
、
聴
覚
障
害
者
向

け
Ｓ
Ｏ
Ｓ
緊
急
時
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
ド
を
市
内
在
宅
の
聴
覚
障

害
者
、
音
声
・
言
語
機
能
障
害

者
に
配
付
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
所
持
し
、
緊
急

時
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
避
難
誘
導
用
サ
イ
ン

表
示
板
を
作
成
し
、
市
内
全
て

の
公
共
施
設
に
配
備
し
、
緊
急

時
に
職
員
が
施
設
内
の
聴
覚
障

害
者
な
ど
を
速
や
か
に
避
難
誘

導
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

防
災
、減
災
の
基
本
は

自
助
、共
助
、公
助
で
あ
る




